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サマーヒル・スクール　体験教育　教科横断型   （世界で一番自由な学校）
体験教育・教科横断型＝プロジェクト教育
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サドベリー教育　退屈のプールにつける　自由と責任（世界一素敵な学校）

「好きなことをやっていい」と言われて子どもが喜ぶのは初めのうちだけ。際限ない自由な環境に置かれると、しだいにやる
ことがなくなって退屈し始める。そして、「自分は何がしたいのか」「何をすべきなのか」というテーマと向き合わざるをえ
なくなる。この「退屈のプール」の期間を経て、子どもは真の学びに目覚めていく。

「世界一素敵な学校」はスクールの創設者であるダニエル・グリーンバーグさんが書いた本の名前です。ダニエルさんの教育
理念は、「子どもは学びたくなったときに、いちばんよく学ぶ」。子どもには生まれながらに好奇心があり、本能的に自分で
学びたくなる力を持っている。大人が教えたり、意図的に導いたりすることは、かえって子どもの学ぶ力を奪うことになる
と。だから、この学校では子どもに対して「教える」ということを一切しない。

サドベリー教育とは、1960 年代にアメリカで生まれたサドベリー・バレー・スクールの教育理念
を指す。その理念を受け継ぐ学校はサドベリースクールと呼ばれ、「学びたいと感じれば自ら学ぶ」
という考えのもと、一般的な学校とは大きく異なる子どもの個性や自主性をとことん重視した学び
の場を提供している。
例えばサドベリースクールでは、授業や時間割、テストをはじめ、学年やクラスという概念もない
のが一般的で、さまざまな年齢の子どもたちが一緒に過ごし、決められたカリキュラムではなく、
それぞれに興味を持ったことをして自由に過ごすのも大きな特徴。
さらに従来の学校には不可欠な「先生」もいない。生徒を助けたり、問われたことを教えたり、
学校運営のための活動を行うスタッフと呼ばれる大人はいるが、その採用の可否は生徒とスタッフ
の話し合いにより決められている。

退屈のプールにつける

自由と責任
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毎日３時間ほど、学校に行かないで半年
以上スライム作りに没頭していたら
作った後のスライムの中に「腐るスライム」
を発見し、なぜスライムが腐ったのか、
何を混ぜたのかを調べていったら、成分
（グリセリン、ＬＰＧ、ＴＥＡ、パルミチン酸
ステアリン酸、ミリスチン酸など）に興味を
持ち始め化学式を書き始めた。（小学５年時）

Wikipedia で成分を→
調べ始めて元素にも
興味を持ち始めた。

サドベリー教育をベースにしたホームスクールの一例
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